













在の年間来島者数は 7 万人弱に留まっている（神田 , 2012, 
pp. 201-226）。また与論島では、2020 年 7 月および 11 月に、
COVID-19 のクラスターが発生しており、同島における観光産
業に大きな打撃を与えている（神田 , 2021）1）。
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ている（菊・高橋 , 2005, p. 510）。
ブリブシ
群星。すばる星
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（正常の肉眼で十六個見える









0 0 0 0 0 0 0
、寒さの去
る頃去る。宵の頃、十一月頃は東天
0 0 0 0 0 0 0
に見え、一月頃は









0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、何月何日の何時ということでこの
星を見ると、夜間の方向もわかる


























述は、幾許か仰 し々いものだが、大分県姫島村で 15 個（北










0 0 0 0
であることを指摘して
いる。そして、「天の群星や みやが 上ど 照ゆる 黄金 道星や 
吾 上いど 照ゆる」の民謡歌詞（→Ⅳ章参照）を、次のよう
に解している（栄 , 1964, p. 123）。
「天とう様に輝いている群星








0 0 0 0 0 0
や、まだ三十三年忌の済まない人の霊























方言辞典』においてなされている（菊・高橋 , 2005, p. 554）。
ミチブシ
0 0 0 0  
三つ星。オリオン座の中央部に直列する三つの星





ともいう。 例 ミチブシャー プシヌ ミーチ ナラドゥン（三
つ星は星が三つ並んでいる）
沖永良部島における三つ星の方言が「ミチブシ」、読谷村
では「ミーチブシ」であることに鑑みれば（北尾 , 2018, p. 
106）、彼女らの記述は至極妥当なものである。
　三上晃朗も、当該星名を、三つ星に同定した報告をしてい
る（cf., 星の民俗館 , 2021）。1975 年 3 月に現地調査を行っ
た三上は、農家の男性から、三つ星の星名が「ミツブシ
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小三つ星
























































ブリプシ － － 山田（1995, p. 1566）













つ星を併せて「6」と判じた呼称や（北尾 , 2020, p. 36）、「カ
ラスキボシ」や「スゴロクボシ」など、民具を象った方言が
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大きな星






















用いられているという（山田 , 1980b, p. 29）。また、「クガニ／
フゥガニ」を除いた「ミイチブシ／ミチブシ」も、同じ星を指し
ているという（山田 , 1995, p. 1682）。かかる記述は、言語学
者である山田独自の視点であることから、極めて示唆に富ん
だ記述となっている。
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原田（1982, pp. 103, 120）
【黄金みちぶし】
ミイチブシ 菊・高橋（2005, p. 554） ― 山田（1995, p. 1682） ―
ミチブシ 菊・高橋（2005, p. 554） ― 山田（1995, p. 1682） ―
ミツブシ 三上による調査 ― ― ―
ヲガネミチブシ ― ― ― 栄（1950, p. 46）【黄金道星】




















　著者らは、2020 年 6 月19日から6 月25日、ならびに 7 月

















シの特徴を鮮明に語ってくれた（2020 年 6 月25日の聴き取り
に依る）。
ブリブシも出るよ、東から。ブリブシは、固まって

















































ついて語ってくれた（2020 年 6 月25日の聴き取りに依る）。




0 0 0 0 0 0 0
のことだという。プレアデ








いて、興味深い語りをしてくれた（2020 年 6 月22日の聴き取
りに依る）。
夕方の暗くなる時に出るのは、西の方にユネーブシ
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いたとされている（福地 , 1983, pp. 13-14）。
　奄美群島においても、かなりの人数の若者がこの漁撈奉公
に与したとされており（cf., 谷川 , 1981）、殊に与論島では、
大正末期から、糸満人によるマーラン船の来航が増加したとい















をしてくれた（2020 年 6 月23日の聴き取りに依る）。
固まった








0 0 0 0 0 0
があるでしょ、あれをブリ
ブシと言ったり。それから、天に全部ある星





0 0 0 0 0 0
ですよ。それで歌に
あるティンヌブリブシっていうのは、相対的にたくさんの星











様の語りをしてくれた（2020 年 6 月20日の聴き取りに依る）。
ブリブシというのは、7 つ星か 5 つ星か、プレアデス星団




























をしてくれた（2020 年 6 月20日の聴き取りに依る）。
私がばあさんから聞いたのはムリブシ






























昭二（1963, p. 8）は、1900 年代から1910 年代生まれの話
者が、もはや星文化に関する知識を有していないとしているが

















































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
チブシは自分を守ってくれる





























































































































































はるゝ もの」として紹介されているが（野村 , 1936, p. 170）、
唯一、No. 14 は、琉歌『てぃんさぐぬ花』の歌詞として紹介
されている（川村 , 1984, p. 663）。概して奄美群島の文化は、
「琉六薩四」と言われ、琉球文化に負うところが多いことは
周知の通りだが（久保 , 1971, p. 69）、沖永良部島（「エラブ
風」）と与論島（「ヨロン風」）の民謡は、とりわけ琉球の影







　本調査で蒐集できた民謡歌詞は、No. 10、No. 11、No. 14
の 3 種類であった 13）。No. 10 について、立長出身の大山文
子さん（昭和 11 年生）は、「ティンヌブリブーシ
0 0 0 0 0 0 0 0 0
ヤー ミナガウィドゥ
ティユルー ヤレミナガウィドゥティユルー フガニーミチブシ






い人なら12 個くらい見えると語ってくれた（2020 年 6 月23日
の聴き取りに依る）。恐らく、プレアデス星団
0 0 0 0 0 0 0
のことだろう。
　当該歌詞で興味深いのは、喜界島でも同様の聴取があると








界島で（cf., 仲宗根 , 1979, p. 128）、ここまで類似した民謡
歌詞が残っている点は興味をそそるものがある。
　No. 11と類似したものとして、上野テツさん（大正 15 年生
／古里出身）は、「ティンヌブリブシ
















































































































ラヌ（山田 , 1980a, p. 112）
6 天ぬ群星や みやが上ど照らす 黄
しかに









































































































































































































































2、採譜 3、採譜 4 である 15）。本調査では、4 種類のメロディー
を蒐集できたが、その内の 2 種類は「調音不能」、すなわち
五線に記すことが困難であった。譜面 2、譜面 3、譜面 4 は、
『ティンサグヌ花』のメロディーと符合した。市村元登さん（昭
和 8 年生／朝戸出身）が唄ってくれたメロディー（譜面 1）は、
『里があでく節』の「音の流れ」と「フレーズ」が類似して











































































































ども 親の御恩は数えきれないものです」と記述していることに依る（菊 , 
n.d., p. 3）。
4）注 3と同様（菊 , 1985a）。なお、菊千代の息子菊秀史が、『歌い継
ぐ奄美の島唄』（奄美島唄保存伝承事業実行委員会 , 2014）の中で、
『与論方言集』における「群星」の訓読をしているが、「ぶれぼし」（同
上 , p. 56）と「ぶりぶし」（同上 , p. 59）の 2 つの表記があるため（誤
植か？）、当該星名の読みは判然としなかった。
5）麦屋地区にて記録。話者の生年は不明である。また星名の蒐集のみで、
「ミツブシ」の伝承は聴き取れなかったという（2021 年 2 月25日の三
上晃朗氏からのメール回答に依る）。
6）ただし、山田は別著（1980a, p. 112）で、「黄金三チ星ヤ


































表しているため、詳細はそちらを参照されたい（cf., 小川 , 1993）。ま
た概して、与論島における民謡研究は、他島に比して少ないとされるが








年生の祖母が唄っているのを聴いたという（2021 年 6 月21日の聴き取
りに依る）。
13）No. 10 の歌は、上野テツさん（大正 15 年生／古里出身 ; 採譜 3）、
菊千代さん（昭和 2 年／麦屋東区出身 ; 採譜 2）、大山八十八さん（昭
和 7 年生／城出身）、市村元登さん（昭和 8 年／朝戸出身 ; 採譜 1）、
大山文子さん（昭和 11 年／立長出身）、竹下徹さん（昭和 11 年／
那間出身）、福永春重さん（昭和 12 年／麦屋東区出身）から、No. 
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南海日日新聞（2021 年 2 月21日）「星空観光推進へ モデル地区設定



















講座内容要綱』最終閲覧日 : 2021 年 2 月20日 , https://sites.google.
com/site/hoshizoraannaishikakunintei/for_organizations/jiangyi-yao-
xiang















受理日　　2021 年 6 月10日
